
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mail；yoshida-chu@unnan.ed.jp 

島根県雲南市立吉田中学校 
〒690-2801 島根県雲南市吉田町吉田 1080-4 TEL 0854-74-0140 FAX 0854-74-0026 

めざす生徒像 
〇かしこい生徒（創造） 
 進んで学び よく考え きちんと表現しよう 
〇心豊かな生徒（敬愛と協同） 
 自分と他人を大事にし 協力して 取り組もう 
〇たくましい生徒（剛健） 
 目標に向かって 元気に 根気強く がんばろう 

令和３年度雲南市立吉田中学校だより   令和３年１０月１８日号  文責;北川宏己  

学校教育目標：「吉田を愛し 心豊かに たくましく生きる生徒の育成」 HP   QR コード 

 

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
エ
ン
ゼ
ル
ス
で
大
活
躍
し
た
大
谷

翔
平
選
手
の
一
年
が
終
わ
り
ま
し
た
。
大
谷
選
手
に
と
っ

て
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
だ
一
年
で
し
た
。
活
躍
の
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
花
巻
東
高
校
一
年
生
の
時
に

作
成
し
た
目
標
達
成
シ
ー
ト
（
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
）
、

通
称
「
夢
マ
ッ
プ
」
で
す
。
「
夢
マ
ッ
プ
」
は
真
ん
中
に

自
分
の
夢
を
書
き
ま
す
。
真
ん
中
を
囲
む
八
マ
ス
に
自
分

の
夢
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
「
要
素
」
を
書
き
ま

す
。
次
に
そ
の
八
つ
の
要
素
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

八
つ
の
行
動
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
ま
す
。
大
谷
選
手

は
、
真
ん
中
に
「
ド
ラ
１
、
８
球
団
（
ド
ラ
フ
ト
１
位
指

名
を
８
球
団
か
ら
受
け
る
）
」
と
書
き
ま
し
た
。
そ
の
周

り
に
「
体
づ
く
り
」
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
「
キ
レ
」
「
ス

ピ
ー
ド
160

km

/

h
」
「
変
化
球
」
「
運
」
「
人
間
性
」

「
メ
ン
タ
ル
」
の
八
つ
の
要
素
を
書
き
ま
し
た
。
「
人
間

性
」
の
周
り
の
八
つ
の
行
動
目
標
に
は
、
「
愛
さ
れ
る
人

間
」
「
感
謝
」
「
信
頼
さ
れ
る
人
間
」
「
礼
儀
」
「
思
い

や
り
」
な
ど
、
今
の
大
谷
選
手
を
思
い
浮
か
べ
る
言
葉
が

並
び
ま
し
た
。
一
方
、
大
谷
選
手
が
「
運
」
を
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
が
意
外
で
し
た
。
「
運
」
の
周
り
に
は
、

「
あ
い
さ
つ
」
「
ご
み
拾
い
」
「
部
屋
掃
除
」
「
審
判
へ

の
態
度
」
「
本
を
読
む
」
「
応
援
さ
れ
る
人
間
に
な
る
」

「
プ
ラ
ス
思
考
」
「
道
具
を
大
切
に
使
う
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。
大
谷
選
手
は
「
運
」
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
に

こ
ん
な
こ
と
を
日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
て
行
動
し
て
い
た
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
の
ご
み
を
拾
い
、
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
さ
り
げ
な
く
入
れ
る
姿
が
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

秋
の
夜
長
に
、
自
分
の
「
夢
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
遠
い
将
来
の
夢
、
身
近
な

夢
に
つ
い
て
、
大
谷
選
手
の
よ
う
に
夢
を
か
な
え
る
た
め

に
、
何
を
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

雲南市「夢」発見ウィーク、３年生、大人への階段を歩む！ 

「夢」をかなえるために！ 

９月２４日(金)、雲南市教育委員会から星野主幹と青木社会教育主事をお迎えし、職場体験学習前の接遇研修を実施しました。３年生は

働く意義や社会が求める能力、マナーなどに触れ、職場体験学習に向け、気持ちを新たにしました。また、９月２８日(火)には雲南病院から

５名の方々にお越しいただき、「飛び出す！雲南病院出前講座」を開催しました。医師や看護師、薬剤師等の仕事についてお話を聞き、そ

の後医療体験をさせていただきました。生徒は将来の職業について視野を広げ、医療関係の職業への理解を深めました。そして、１０月１３

日(水)～１５日(金)の３日間にわたり、吉田町内の事業所で職場体験学習を行わせていただきました。各事業所の皆さまには大変お世話に

なりました。体験後の３年生の表情にはたくましさが増し、良い体験学習をさせていただいたのだなとうれしく思いました。生徒数を上回る吉

田町内の事業所の皆さまに、生徒の受け入れを承諾していただきました。ありがとうございました。雲南市「夢」発見ウィークの取組は今後

も続きます。次年度も引き続き、よろしくお願いいたします。職場体験学習の様子は、文化祭で展示発表する予定です。 

「飛び出す！雲南病院出前講座」より 「田井保育所」で体験学習 「吉田保育所」で体験学習 「グリーンシャワーの森」で体験学習 

「田井振興協議会」で体験学習 「農事組合法人すがや」で体験学習 「吉田振興協議会」で体験学習 「居住介護事務所とちのみ」で体験学習 



 

アルミ缶・古新聞・古雑誌・段ボール回収は常時行っています。駐車場に回収箱を設置していますので、ご協力をよろしくお願いします。 

段ボールは、折りたたんで入れてください。(お願い)コンテナの中にはアルミ缶以外は入れないようにお願いいたします。 

★ AED 設置場所  生徒昇降口に向かって右側に設置しています。 
 

〇野球部は掛合中学校との合同チームで参加し、一回戦加茂中に２対１で勝利、2 日目、準決勝大東中

に７対 0で惜敗し、3位でした。卓球部は男子シングルスで 2位半田さん、3位和泉さんが入賞し、

表彰を受けました。男女シングルスそれぞれ 6 位までに入賞した７人が 11 月 10 日（水）開催予定

の出雲地区新人卓球大会に出場します。公式戦で見つけた課題を次の大会に生かしましょう。 

☆各会場で吉中生は元気いっぱい、さわやかな風を吹かせました！お疲れさまでした。 

１０月６日（水）、飯石地区更生保護女性会から「愛の図書券」の寄贈がありました。有効に活用させていただきます。ありがとうございました。 

本たよりで紹介した２年生の「制服をズボンかスカートか選べるようにする」提案は今年度４月以降、教職員でも話をしてきました。文化祭で、生徒によ

るこの提案を保護者の皆さまにも聞いていただきたいと思います。この提案と生徒会の後押しを受け、PTA 役員の皆さまとも相談し、前向きに検討してい

きます。活動や気候等に応じて制服を選べるようにすること、費用を抑えること等を中心に考え、制服を選択できるように、文化祭以降に、学校からお願い

の文書を配布します。よろしくお願いいたします。 １１月３日（水）に文化祭を開催します。今年はコロナウイルス感染拡大防止のため、規模を縮小しての

開催となりますが、生徒は張りきって準備活動をしています。特に３年生生徒会にとっては企画する最後の学校行事となります。一人一人の生徒の姿を

温かく見守っていただけたら幸いです。またステージ発表では、日頃の教育活動の一端をご覧いただきます。心よりご来場をお待ちしています。 

  

令和 3 年度 雲南市・飯南町新人体育大会 10/7(木),8(金)（スポーツの風） 
 
 

栄光の足跡（文化の風） 
 
 〇県硬筆書写コンクール…金賞：２名 銀賞：４名 銅賞：１０名 

〇市読書感想文コンクール…優秀賞：２名 優良賞：１名 

〇市科学作品展…入選：１名  

（ＨＰ版は、受賞者氏名を割愛しています。） 

☆表彰式を 10月 11日（月）全校朝礼で行いました。みなさん、おめでとうございます。 

新学習指導要領実施に伴う学校訪問指導がありました！ 

 
〇９月2４日（金）、出雲教育事務所から玉木指導主事に訪問いただき、2年生の国語の授業研究会

を実施しました。「説得力のある提案をしよう～プレゼンテーション～」の単元で、生徒は１人１

台タブレットを有効に活用し、自分が興味のある、身近な提案内容を決め、自分が考えた構成表を

友達のアドバイスをもとに練り直し、発表しました。生徒の学びは、主体的（指示されてやる学習

ではない）・対話的（自分一人で完結する学習ではない）であり、今後リーダーとして引っ張って

いく生徒会活動や自分の将来にも役立つ授業でした。２年生１１人の提案内容は以下の通りです。 

「制服をズボンかスカートか選べるようにする」「シトラスリボンを広げよう」「図書館ビンゴを開催しよ

う」「大きな声で相手を意識して発表しよう」「週一回３つの部で合同トレーニングをする」「不要な学用品

を途上国の子供たちに送ろう」「雲南市内中学校の吹奏楽部で合同練習・演奏の機会を増やす」「たくさん発

表した人を表彰する」「もっと読書が楽しいと思えるように週に一回全校朝読書をする」「放送の声を大きく

して時間を守って行動する」「吹奏楽部の基礎合奏のやり方について」（プレゼンテーション発表順） 

全校にアンケートを取り、表やグラフを作成したり、他の中学校の生徒へインタビューをしたり

して、どの提案も説得力のあるものでした。指導主事の先生にもほめていただきました。 

「ion Gateway for All…すべての人が世界にある様々な技術革新を活用できるようにする) ケイコ先生（ALT）、お世話になり、ありがとうございまし
た。 

 
 

〇５年間の長きにわたり、吉田中学校の外国語指導にご尽力いただいたALT（外国語指導助手）のケイコ・オ

リバス先生が吉田中学校の勤務を終えられることになりました。９月２９日(水)に全校合同英語を、１０月６

日(水)にお別れの会を行いました。お別れの会の最後にバイオリンで、吉田中学校校歌を演奏してくださいま

した。今後は三刀屋町内の小・中学校に勤務されます。ケイコ先生は外国語指導以外にも行事などいろいろな

場面で生徒にかかわってくださいました。ありがとうございました。今後の活躍をお祈りしています。 

〇後任として、マーク・ペレス先生にお世話になります。カナダのブリティッシュコロンビア州バンクーバー市

のご出身で初来日だそうです。掛合中を拠点に、吉田中、海潮中に勤務されます。よろしくお願いします。 

（全校合同英語の様子） 

（ケイコ先生「お別れの会」）

会」） 

保護者の皆様へ 
 


